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衆
議
院
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坂
上
富
男
君
提
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学
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別
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答
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送
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一
に
つ
い
て 

早
稲
田
大
学
探
検
部
員
二
名
の
殺
害
事
件
（
以
下
「
本
件
事
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
十
二
月
二
十
六 

 
 

日
（
現
地
時
間
。
以
下
同
じ
。
）
、
ペ
ル
ー
共
和
国
（
以
下
「
ペ
ル
ー
」
と
い
う
。
）
第
五
管
区
司
令
部
は
、
同
国
ロ
レ
ー 

 
 

 
 

ト
県
イ
キ
ト
ス
郡
に
あ
る
ピ
プ
ア
ヤ
ル
検
問
所
に
所
属
し
て
い
た
ペ
ル
ー
軍
兵
士
四
名
が
早
稲
田
大
学
学
生
二
名
の
生
命
・

身
体
に
対
す
る
犯
罪
に
関
与
し
た
容
疑
が
あ
る
旨
の
声
明
を
発
表
し
た
。
同
月
二
十
七
日
、
拘
束
中
の
容
疑
者
の
自
白
に
基

づ
き
、
早
稲
田
大
学
学
生
二
名
と
思
わ
れ
る
白
骨
遺
体
が
一
部
遺
留
品
と
共
に
右
検
問
所
の
近
く
で
発
見
さ
れ
た
。
同
月
二

十
九
日
付
け
の
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
発
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
あ
て
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
学
生
二
名
は
、
同
年
十

月
末
に
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
同
年
十
二
月
二
十
九
日
、
ペ
ル
ー
国
家
検
察
は
、
当
時
ピ
プ
ア
ヤ
ル
検
問
所
に
勤
務
し
て
い
た
ペ
ル
ー
軍
兵
士
十

六
名
を
殺
人
又
は
そ
の
共
犯
の
事
実
で
、
民
間
人
二
名
を
窃
盗
の
事
実
で
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
所
に
告
発
し
た
。
現
在
、
予
審

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
通
常
、
予
審
は
四
箇
月
以
内
に
終
了
し
、
そ
の
後
、
公
判
手
続
に
移
る
と
承
知
し
て

い
る
。 衆

議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
早
稲
田
大
学
探
検
部
員
殺
害
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 三 

 



 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
は
、
日
本
時
間
の
平
成
九
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
ま
だ
詳
細
が
判
明
し
て
い
な

い
の
で
論
評
は
で
き
な
い
と
断
っ
た
上
で
行
わ
れ
た
発
言
の
一
部
で
あ
る
。
内
閣
総
理
大
臣
の
本
意
は
、
二
人
の
有
為
の
青

年
が
殺
害
さ
れ
た
本
件
事
件
は
本
当
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
ペ
ル
ー
軍
の
兵
士
が
殺
害
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
も
っ
て

の
ほ
か
で
あ
る
と
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
冒
険
に
は
危
険
が
伴
う
た
め
、
事
前
に
準
備
を
し
て
そ
の
危
険
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
犠
牲
者
の
方
を
冒
と
く
す
る
趣
旨
で
は
な
か
っ
た
。 

本
件
事
件
に
つ
き
、
政
府
は
、
本
件
事
件
へ
の
ペ
ル
ー
軍
人
の
関
与
が
ペ
ル
ー
軍
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
の
を
受
け
、
平
成

九
年
十
二
月
二
十
七
日
、
小
西
駐
ペ
ル
ー
大
使
を
通
じ
、
事
件
の
真
相
の
究
明
や
究
明
後
に
事
件
に
関
与
し
た
者
へ
の
厳
正

な
処
罰
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
た
。
ま
た
、
同
月
三
十
日
、
小
西
大
使
は
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
意
を
も
踏
ま
え
、
政
府 

橋
本
内
閣
総
理
大
臣
の
本
件
事
件
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
冷
酷
な
犯
行
で
、
本
来
市
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
べ
き
立
場

に
あ
る
軍
人
が
集
団
と
し
て
罪
の
な
い
青
年
を
殺
害
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
平
成
九
年
十

二
月
三
十
日
、
小
西
駐
ペ
ル
ー
大
使
か
ら
、
そ
う
し
た
見
解
を
踏
ま
え
た
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。 

四 

 



 

四
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
な
申
入
れ
を
踏
ま
え
、
ペ
ル
ー
政
府
は
、
迅
速
に
司
法
手
続
を
開
始
す
る
等
、
事
件
の
真
相
究
明
に
努
め
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
に
あ
て
た
平
成
九
年
十
二
月
二
十
九
日
付
け
親
書
の
中
で
、

殺
害
さ
れ
た
日
本
人
学
生
に
哀
悼
の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ル
ー
司
法
当
局
が
事
件
の
責
任
者
に
対
し
て
厳
罰
を
適

用
す
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行
う
旨
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
十
年
一
月
四
日
、
リ
マ
に
お
い
て
行
わ
れ

た
合
同
仮
葬
儀
に
は
、
ペ
ル
ー
側
か
ら
フ
ェ
レ
ロ
外
務
大
臣
、
キ
ス
ペ
法
務
大
臣
等
が
出
席
し
、
哀
悼
の
意
を
表
明
し
て
い

る
。 

を
代
表
し
て
、
ペ
ル
ー
政
府
に
対
し
、
本
件
事
件
に
関
与
し
た
者
へ
の
厳
正
な
処
罰
を
改
め
て
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、 

 
「
本
来
市
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る
軍
人
が
集
団
と
し
て
罪
の
な
い
青
年
を
殺
害
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
」
旨
表
明
し
て
い
る
。 

本
件
事
件
に
つ
い
て
は
、
目
下
、
ペ
ル
ー
司
法
当
局
に
お
い
て
真
相
究
明
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
補

償
の
問
題
に
関
し
て
は
、
本
件
事
件
の
事
実
関
係
の
解
明
が
進
む
中
で
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

御
遺
族
に
対
す
る
損
害
賠
償
は
、
基
本
的
に
は
当
事
者
間
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
御
遺
族
か
ら
損
害
賠
償
の 

五 

 



 

 

六 

請
求
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
側
面
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 


